
様式第 1 号（第 7 条関係） 

重要案件の意見交換会重要案件の意見交換会重要案件の意見交換会重要案件の意見交換会    報告書報告書報告書報告書    

意見交換会の案件 浜田市のごみ分別について 

意見交換会の相手先 

（団体名） 

島根県西部地区資源化事業協同組合 

参 加 人 数 13 人 

開 催 日 時 平成 26 年 8 月 21 日 14：00～15：30 

開 催 場 所 議会第 4 委員会室 

担当委員会 

（出席委員名） 

福祉環境委員会 

芦谷、田畑、足立、柳楽、道下、平石、澁谷、西村 

（進行係 田畑 、記録者 足立） 

要点等 

○プラスチックごみを燃やせるごみ(焼却)への変更について 

（事業者） エコクリーンセンターは能力の高い最新型施設であ

り、プラスチックも焼却は可能である。新しい施設を作った自治体

では、分別や方法を変えてプラスチックも燃やしている。都市部で

は可燃ゴミと不燃ゴミの２区分しかないところもある。今後、プラ

スチックは焼却という流れになるのではないかと危惧しているが、

議会としてどのように考えているのか伺いたい。 

 

（議会（説明））資源ゴミのプラスチックの収集はこれまでどおり

であるが、浜田地区広域行政組合では、今後廃プラを可燃ごみと混

燃実験を行うことを検討している。議会としても、今後どのような

分別や収集が資源に優しく、効率的なゴミの処分ができるのか行政

とともに検討していきたい。 

 

○市民(事業者)のごみ分別の徹底について 

（事業者） 行政にもお願いしているが、いつまでたっても分別が

徹底されていない。特に、注射針など医療品関係ごみが混じってい

れば職員が怪我をすることもある。職員の身体に影響してくれば資

源化事業協同組合にも影響してくることとなり、分別の徹底をお願

いしたい。 

 

（議会）①適切な分別が行われるよう、執行部に要請するとともに

学生など転入者への啓発、広報活動を強化するよう要望していく。

②現行の分別５区分は、事業者にも市民にも受け入れられていると

判断されるが、廃プラスチックの取り扱いなどを検討する。 



○その他意見交換会を通じての考慮すべき事項（重複） 

①リサイクル対象外プラスチックごみ（おもちゃ、クリーニングハ

ンガーなど）の取扱いについて、分別基準として検討する必要があ

る。徳島県上勝町のようにすべてごみをリサイクルしている先進例

も参考とする。 

②不燃ごみ処理場で埋め立てている廃プラスチックごみについて、

エコクリーンセンターで混焼するか、埋立て処分場の延命策、費用

の対比など総合的に検討する必要がある。 

③リサイクルごみ、廃プラスチックなどの燃焼処理に伴い、地球温

暖化対策やごみ資源化への逆行、資源化事業協同組合の事業量減な

ど、行政としての方向づけが必要となっている。 

④ごみの排出、分別の徹底、市民のマナーなど行政として対応すべ

き事項（異物の混入、ビンの蓋の鉢巻、マヨネーズ容器などの洗浄、

注射針など医療系ごみ、事業系ごみの分別不十分、ポイ捨てや不法

投棄、少量ごみ排出のためのごみボックスの設置、環境清掃指導員

の協力体制） 

⑤資源化事業協同組合と行政との意見交換など、不断の密接な連携

が必要である。 

 

浜田市議会議長  原 田 義 則 様 

 

平成    年   月   日 

浜田市議会重要案件の意見交換会規程第 6条第１項の規定により提出します。 

 

     福祉環境委員会 委員長  芦 谷 英 夫             


